
（　　　　　  の手順に従って、 淡水を使ってポンプを運転 してください。

　もしくは、ポンプ吸込口から水道水を注水しながらから運転してください。）

① 吸込・吐出それぞれの ホースを接続 してください。

② 各部バルブ を全て閉じてください。

③ 循環水タンクに 清水を注入 してください。（すでに水が入っているときは不要です）

④ 電源を接続 し、制御盤上のパイロットランプが点灯しているのを確認してください。

⑤ 排気ポンプの 回転が矢印の方向 であるか、排気ポンプを運転して確認してください。

活魚移送ポンプ　操作・保管の手順

運転の前に

① ポンプの車輪が動かぬように ブレーキをかけ 固定してください。

② 吸込口を水面下に 没してください。

③ 魚が吸い込まれないよう遠ざけて、 排気ポンプを運転 します。

④ 循環水タンクのオーバーフロー用ホースから 放水を始めたら 魚を遠ざけたまま

　  主ポンプの流速調整ボリュームを70%以上にして、 主ポンプを運転 します。

⑤ 吸込ホース内の空気が完全になくなれば、排気ポンプを停止 して 魚を送り始めます。

⑥ 流速調整ボリュームで、魚を移送する 速度を調整 してください。

運　　転

運転

① 魚がホース内やポンプ内に残っていない事を確認し、 主ポンプを停止 してください。

② エアー吸込バルブ を開けてください。

③ 吐出ドレーンバルブ を開けてください。

④ ポンプドレーンバルブ を開けてください。

⑤ できるだけホース内、ポンプ内の海水を排出してください。

⑥ 再び 全てのバルブ を開けてください。

⑦ 長時間ご使用にならない場合は、直射日光・海水・湿気を避けて保管してください。

運転終了と保管


